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平
成
21
年
12
月
定
例
会
は
、
12
月
8
日
か
ら
11
日

ま
で
4
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会

に
は
町
長
提
出
の
平
成
21
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特

別
会
計
補
正
予
算
3
件
を
は
じ
め
、
請
負
契
約
の
変

更
・
締
結
2
件
、
条
例
改
正
2
件
、
広
域
の
組
合
規

約
変
更
4
件
の
合
計
11
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
請
願
が
1
件
あ
り
ま
し
た
。
議
案
は
各

常
任
委
員
会
で
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。
8
日
の
一
般
質
問
に

は
7
人
の
議
員
が
立
ち
、
環
境
保
全
、
福
祉
政
策
、

入
札
制
度
な
ど
町
政
の
課
題
に
つ
い
て
幅
広
く
質
問

を
展
開
し
、
町
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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12月補正の目玉事業

　
12
月
定
例
議
会
に
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
第
4
回
補
正

予
算
に
は
、
西
条
新
田
の
旧

杉
浦
医
院
、
杉
浦
邸
を
保
存

す
る
た
め
の
用
地
取
得
費
が

計
上
さ
れ
、
議
会
は
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
旧
杉
浦
医
院
お
よ
び
杉
浦

邸
は
昭
和
町
に
現
存
す
る
最

も
古
い
建
造
物
で
あ
り
、
明

治
・
大
正
期
の
建
築
様
式
と

屋
敷
構
え
を
伝
え
て
い
ま
す
。

町
は
今
年
3
月
ま
で
に
土
地
、

建
物
を
購
入
し
、
収
蔵
物
の

寄
贈
を
受
け
、
文
化
庁
に
登

録
文
化
財
の
指
定
を
申
請
し
、

建
物
を
修
理
・
整
備
し
て
、

杉
浦
健
造
・
三
郎
父
子
の
地

、

方
病
と
の
闘
い
や
地
域
医
療
、

地
域
教
育
へ
の
功
績
を
顕
彰

し
、
「
昭
和
町
の
水
の
歴
史
」

を
象
徴
す
る
文
化
遺
産
と
し

て
、
ま
た
昭
和
町
に
お
け
る

地
域
文
化
発
信
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
す
る
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
今
後
、
検
討
委

員
会
を
設
け
、
建
物
の
現
況

を
で
き
る
限
り
残
し
な
が
ら

公
開
可
能
な
補
強
、
修
理
を

加
え
、
文
化
財
に
ふ
さ
わ
し

い
庭
園
等
も
整
備
す
る
た
め

基
本
方
針
を
具
体
化
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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文化遺産の保存

押原公園北側には地方病流行終息の碑が建立されています現存する旧杉浦医院の診察室

当
時
の
医
療
機
器

杉
浦
健
造
氏
の
銅
像
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・地方病撲滅の歴史に関わった杉浦家の屋敷保存
・小規模多機能型居宅介護施設への整備費助成金
・新型インフルエンザ1歳児から中学生までの接種費助成
・地震などの瞬時警報システムを含む防災無線工事
・子育て応援手当の執行停止
・職員等給料、期末勤勉手当カット

1億70万円
2,625万円
1,153万円
677万円

△2,580万円
△926万円

・国庫支出金
・県支出金
・県道工事負担金
・町債（町の借金）
・財政調整基金（貯金の取り崩し）

1,364万円
2,791万円
2,000万円
4,100万円
2,490万円

総額　1,164万2千円

総額　12億4,164万8千円

公共施設の入口には
消毒液を設置

定
期
接
種
を
求
め
る
請
願
を
採
択

国
へ
意
見
書
を
提
出

・
請
　

願
　

者
　
望
月
美
孝
さ
ん
（
河
西
在
住
）

・
紹
介
議
員
　
河
田
あ
け
み
議
員

【
意
見
書
の
主
旨
】

・
予
防
接
種
法
を
改
正
し
、
Ｈ
ｉ
ｂ
重
症
感

染
症
（
髄
膜
炎
、
口
頭
蓋
炎
、
敗
血
症
）
を

定
期
接
種
対
象
疾
患
に
位
置
づ
け
る
こ
と
。

・
ワ
ク
チ
ン
の
安
定
供
給
の
た
め
の
手
立
て

を
講
じ
る
こ
と
。

※
議
会
は
こ
の
請
願
を
審
査
し
た
結
果
、
全

員
賛
成
で
こ
れ
を
採
択
し
、
議
長
名
で
国
に

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。

【
意
見
書
提
出
先
】

　
内
閣
総
理
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣

ず
い

ま
く

え
ん

こ
う

と
う

が
い

え
ん

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
2
0
0
0
年
の
推
計
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
で
防
げ
る
病
気
で
乳
幼
児
が
亡
く
な
る
原
因
と
し
て
、

麻
疹
（
は
し
か
）
に
次
い
で
多
い
の
は
ヒ
ブ
で
す
。

　
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
に
か
か
り
や
す
い
乳
幼
児
を
守

る
た
め
に
、
5
歳
以
下
の
子
ど
も
は
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お

よ
び
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
3
種
混
合
と
同
時
期

に
4
回
ほ
ど
し
ま
す
が
、
任
意
接
種
で
あ
る
た
め
費
用

負
担
（
約
3
万
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

子
供
た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公
費
助
成
、
定
期
接
種
化
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
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（賛成14、反対1で可決）

町職員の給与・期末勤勉手当0.15カ月カット
給料表の減額改正

町長・教育長の期末勤勉手当0.15カ月カット

（全員賛成で可決）

議員は県議会の下げ幅と同じ
期末勤勉手当0.1カ月カット

■
押
原
公
園
整
備
工
事
第
1
工
区

　
請
負
契
約
変
更
（
天
然
芝
グ
ラ

　
ウ
ン
ド
北
側
ビ
オ
ト
ー
プ
脇
）

▼
増
額
　
　
　
　
　
　
　
63
万
円

▼
変
更
後

　
　
1
億
1
、
0
1
4
万
5
千
円

　
　
（
税
込
）

▼
内
容
　
砂
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
設

　
　
　
　
計
変
更
に
伴
う
増
工
事

■
押
原
公
園
整
備
工
事
第
2
工
区

　
請
負
契
約
変
更
（
管
理
棟
南
側

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

▼
増
額
　
　
2
7
4
万
5
0
0
円

▼
変
更
後

　
　
　
9
、
7
2
4
万
5
0
0
円

　
　
（
税
込
）

▼
内
容
　
暗
渠
排
水
工
の
追
加
お

　
　
　
　
よ
び
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス

　
　
　
　
工
の
仕
様
変
更
に
伴
う

　
　
　
　
増
工
事

※
全
員
賛
成
で
可
決

■
三
郡
衛
生
組
合
の
規
約
変
更

■
山
梨
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災

　
害
補
償
等
組
合
の
規
約
変
更

■
中
巨
摩
地
区
広
域
事
務
組
合
の

　
規
約
変
更

■
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
連
合

　
の
規
約
変
更

　
広
域
で
一
部
事
務
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
う
ち
、

増
穂
町
・
鰍
沢
町
が
平
成
22
年
3

月
8
日
に
合
併
し
、
富
士
川
町
に

な
る
た
め
の
変
更

※
全
員
賛
成
で
可
決

　
ご
み
の
収
集
の
中
で
、
「
そ
の
他

プ
ラ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
再
生
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
）

　
パ
レ
ッ
ト
な
ど
に
再
生

　
昭
和
町
で
回
収
さ
れ
た
「
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」
は
、
長
野
県
の
再

生
工
場
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
種
類
で

選
別
し
、
破
砕
・
洗
浄
…
乾
燥
の
工

程
を
経
て
、
ペ
レ
ッ
ト
（
細
か
い
粒

状
物
質
）
に
な
り
、
さ
ら
に
工
場
用

の
再
生
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
加
工
さ
れ

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ボーナスカット
（理由）公務員の給与は、公務に携

わるものの生活を保障するものです。

一時的に生じる経済の不況を理由に

簡単に給与等を減給してはなりません。

しかもルール違反の6月に続いての

減給です。この案件には反対です。

反対者：深澤平助議員

請
負
契
約
の
変
更

広
域
事
務
組
合
の

規
約
変
更11

月
4
日
　
　
長
野
県
小
海
町
議
会

11
月
4
日
　
　
千
葉
県
一
宮
町
議
会

11
月
13
日
　
 
徳
島
県
町
村
議
長
会

昭
和
町
押
原
公
園
を
視
察
に
訪
れ
た
他
市
議
会

11
月
17
日
　
　
大
分
県
杵
築
市
議
会

昭
和
町
の
議
会
活
性
化
を
視
察
に
訪
れ
た
他
町
村
議
会

き

つ
き
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《
文
書
・
資
料
の
電
子
化
》

三
井
議
員
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

資
料
を
検
索
し
、
ペ
ー
パ
ー
文
書

に
し
た
も
の
は
取
り
出
せ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長
　
公
開
で
き
な
い

よ
う
な
文
書
も
多
い
が
、
将
来
的

に
は
過
去
の
広
報
誌
な
ど
の
公
開

も
考
え
る
。

三
井
議
員
　
※
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
導

入
時
期
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し

て
か
ら
か
。

企
画
財
政
課
長
　
平
成
22
年
2
月

よ
り
防
災
無
線
で
の
速
報
を
予
定

し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ

ロ
グ
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、
地

域
に
よ
り
時
間
差
が
あ
る
。

《
常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
財
政
見
込
》

深
澤
議
員
　
大
型
店
の
税
収
が
平

成
24
年
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
年
ご

と
の
額
の
見
込
み
は
。

税
務
課
長
　
近
隣
の
整
備
な
ど
で

評
価
額
は
上
が
る
が
、
家
屋
の
価

格
は
下
が
り
、
大
体
同
じ
予
想
。

浅
川
議
長
　
大
型
店
に
駐
車
場
を

貸
す
人
の
課
税
は
い
つ
か
ら
か
。

税
務
課
長
　
13
万
㎡
分
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
新
し
い
地
目
と
面
積

で
使
用
収
益
を
課
税
す
る
予
定
。

萩
原
議
員
　
だ
ん
だ
ん
家
が
建
っ

て
き
て
い
る
。
業
者
か
ら
の
完
了

引
き
渡
し
が
１
月
末
で
も
、
引
っ

越
し
が
12
月
中
の
場
合
、
い
つ
か

ら
課
税
に
な
る
か
。

税
務
課
長
　
区
画
整
理
地
の
家
屋

評
価
を
し
、
1
月
1
日
時
点
で
完

成
し
て
い
る
か
で
判
断
。
引
っ
越

し
て
生
活
し
て
い
れ
ば
課
税
の
対
象
。

《
緑
地
帯
の
管
理
》

志
村
議
員
　
町
道
緑
地
帯
の
管
理

は
年
何
回
刈
り
込
み
し
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
せ
ん
定
は
こ
の

時
期
一
回
の
み
、
町
内
各
所
の
幹

線
沿
い
を
行
っ
て
い
る
。

志
村
議
員
　
当
初
予
算
よ
り
補
正

増
す
る
理
由
は
。

環
境
経
済
課
長
　
釜
無
工
業
団
地

内
の
枝
が
ケ
ー
ブ
ル
の
関
係
で
せ

ん
定
の
み
の
予
定
だ
っ
た
が
、
芯

止
め
の
必
要
性
が
あ
る
た
め
。

《
農
事
組
合
の
減
少
》

田
中
議
員
　
農
事
組
合
長
の
減
額
は
、

ど
こ
の
組
合
か
。

環
境
経
済
課
長
　
清
水
新
居
2
、

飯
喰
1
の
3
組
合
。
個
人
個
人
で

対
応
し
て
い
る
。

《
粗
大
ゴ
ミ
処
理
》

河
住
議
員
　
1
0
0
万
円
減
だ
が
、

な
に
が
減
っ
て
い
る
か
。

環
境
経
済
課
長
　
警
備
・
パ
ト

ロ
ー
ル
を
常
備
配
置
強
化
し
て
い

る
西
条
一
区
・
二
区
・
河
西
は
、

不
法
投
棄
が
減
っ
た
た
め
と
、
不

況
の
影
響
も
あ
る
の
で
は
。

《
舗
装
復
旧
工
事
》

遠
藤
議
員
　
下
水
道
の
舗
装
工
事

は
下
水
を
埋
め
、
上
の
部
分
だ
け

の
工
事
金
額
か
。

建
設
課
長
　
下
水
道
は
仮
復
旧
で

舗
装
し
、
一
年
後
に
道
路
幅
を
本

復
旧
す
る
。
今
回
は
建
設
課
で
対
応
。

遠
藤
議
員
　
道
路
幅
で
全
体
か
半

分
か
決
め
て
い
る
の
か
。

下
水
道
課
長
　
基
本
的
に
は
垂
直

に
掘
る
が
、
影
響
幅
が
出
る
。
県

と
の
協
議
や
影
響
幅
の
広
さ
に
応

じ
て
対
応
し
て
い
る
。

《
耐
震
化
建
て
替
え
条
例
》

田
中
議
員
　
耐
震
化
建
て
替
え
条

例
の
Ｐ
Ｒ
は
。

都
市
整
備
課
長
　
県
は
9
月
に
要

綱
が
出
て
広
報
活
動
。
町
は
広
報
・

Ｈ
Ｐ
・
区
長
会
で
Ｐ
Ｒ
す
る
予
定
。

《
町
営
団
地
の
入
居
》

河
田
議
員
　
常
永
団
地
の
抽
選
は

公
開
か
。

建
設
課
長
　
時
期
は
審
査
時
間
が

ど
の
く
ら
い
か
で
決
定
。
抽
選
は

公
開
で
し
た
い
。

※Jアラートとは、全国瞬時警

報システムのことで、国からの

緊急地震速報など、市町村の防

災行政無線放送から24時間自動

で伝達するシステム

用語解説

議案をさらに細かく各委員会で
徹底審査を行いました。

12
月
の
粗
大
ご
み
搬
出
（
西
条
二
区
）

釜
無
工
業
団
地
の
せ
ん
定
個
所
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押
原
保
育
園
の
年
少
組
は

全
員
マ
ス
ク
着
用

甲
府
市
水
道
局
昭
和
浄
水
場

《
子
育
て
応
援
手
当
》

河
田
議
員
　
国
の
子
育
て
応
援
手

当
が
中
止
に
な
り
、
市
町
村
独
自

で
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昭
和
町
も
要
請
を
出
し
て
い
る
が
、

町
村
会
の
動
き
は
ど
う
か
。

町
長
　
特
に
動
き
は
な
い
。

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
》

河
田
議
員
　
保
育
園
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
流
行
状
況
は
。

福
祉
課
長
　
昭
和
・
押
原
保
育
園

で
一
部
休
園
。
正
確
な
数
字
は
な

い
が
、
ど
の
園
も
10
名
程
度
。

い
き
い
き
健
康
課
長
　
ワ
ク
チ
ン
は
、

1
〜
9
歳
ま
で
集
団
接
種
。
町
が

窓
口
で
各
医
療
機
関
と
連
携
。
10

〜
15
歳
ま
で
は
自
主
的
に
接
種
。

無
料
券
は
役
場
に
取
り
に
来
て
も

ら
う
。

河
田
議
員
　
各
学
校
で
加
湿
器
を

予
算
計
上
し
た
が
、
教
室
に
も
入

れ
る
の
か
。

教
育
長
　
液
体
が
特
殊
な
の
で
、

専
用
の
加
湿
器
を
保
健
室
に
の
み

購
入
し
ま
す
。

《
児
童
館
改
修
》

萩
原
議
員
　
常
永
児
童
館
の
工
事
で
、

駐
車
場
の
改
修
な
ど
は
な
い
か
。

福
祉
課
長
　
駐
車
場
は
現
状
の
ま
ま
。

《
学
校
》

樋
口
議
員
　
学
校
が
荒
れ
て
い
る

と
新
聞
に
出
て
い
た
が
本
町
は
。

教
育
長
　
も
の
を
壊
し
た
等
の
事

件
は
2
件
。
単
発
的
な
事
件
で
、

問
題
視
し
て
い
な
い
。
不
登
校
の

生
徒
は
小
学
校
1
人
、
中
学
校
11
人
。

4
月
か
ら
30
日
以
上
休
ん
で
い
る

生
徒
。
2
学
期
こ
ろ
か
ら
増
加
。

深
澤
議
員
　
不
登
校
の
原
因
と
対

処
は
。

教
育
長
　
原
因
の
把
握
を
行
い
、

学
校
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
生
活
指
導

の
先
生
・
担
任
等
と
連
携
し
指
導
。

《
甲
府
市
上
下
水
道
局
と
の
覚
書
》

福
島
議
員
　
昭
和
町
へ
の
協
力
金

を
減
額
を
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と

だ
が
、
過
去
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、

減
額
す
る
な
ら
緊
急
時
も
取
水
し

な
い
と
い
う
態
度
を
と
る
べ
き
。

深
澤
議
員
　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
取

る
べ
き
。
町
に
は
条
例
ま
で
あ
る

の
だ
か
ら
交
渉
材
料
に
主
張
す
べ

き
だ
。

山
田
議
員
　
荒
川
ダ
ム
が
ど
う
な

る
か
で
、
甲
府
市
も
要
請
し
て
く

る
だ
ろ
う
か
ら
、
今
ま
で
通
り
を

維
持
す
べ
き
。

田
中
議
員
　
近
隣
の
関
係
も
あ
る
が
、

昭
和
町
の
立
場
を
話
す
べ
き
。

浅
川
議
長
　
自
治
体
同
士
な
の
で
、

議
会
は
納
得
で
き
な
い
と
い
う
回

答
で
、
執
行
部
で
決
着
を
付
け
る

し
か
な
い
。

町
長
　
議
会
の
意
見
を
ま
と
め
て

い
た
だ
き
、
甲
府
市
に
出
し
た
い
。

町
の
意
見
も
主
張
し
努
力
す
る
。

総
務
課
長
　
信
頼
関
係
の
中
で
や
っ

て
い
き
た
い
。
去
年
が
契
約
更
新

時
期
、
1
年
間
延
ば
し
て
い
る
の
で
、

22
年
3
月
末
ま
で
に
決
着
し
た
い
。

町
長
も
交
え
話
し
合
い
を
す
る
。

《
行
財
政
改
革
》

志
村
議
員
　
※
交
付
金
は
1
年
間

に
一
括
交
付
な
の
で
、
区
の
運
営

は
楽
で
は
な
い
か
。

深
澤
議
員
　
敬
老
会
の
補
助
金
は

一
括
に
入
っ
て
い
る
。
今
は
町
が

70
歳
以
上
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

今
後
は
各
区
に
任
せ
る
の
か
。

総
務
課
長
　
交
付
金
の
カ
ウ
ン
ト

上
、
70
歳
以
上
を
対
象
。
80
歳
以

上
を
対
象
と
し
た
い
場
合
、
各
区

の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
ほ
し
い
。

深
澤
議
員
　
職
員
担
当
制
の
趣
旨

は
分
か
る
が
、
職
員
に
は
本
来
の

仕
事
も
あ
り
負
担
が
多
く
な
る
。

担
当
課
や
係
を
設
置
し
た
ほ
う
が

よ
い
の
で
は
。

総
務
課
長
　
職
員
へ
の
心
配
は
分

か
る
が
、
地
域
の
主
体
性
を
重
視

す
る
た
め
必
要
だ
。
職
員
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
進
め
た
い
。

深
澤
議
員
　
区
長
会
の
充
実
も
大

切
だ
。
事
務
連
絡
の
伝
達
だ
け
で

な
く
、
行
政
相
談
や
区
の
情
報
を

交
換
す
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

総
務
課
長
　
主
管
課
は
企
画
財
政

課
だ
が
、
区
長
会
は
意
見
交
換
を

す
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

《
議
会
基
本
条
例
の
制
定
》

志
村
議
員
　
早
く
条
例
を
作
っ
た

ら
ど
う
か
。

三
井
議
員
　
委
員
会
と
し
て
昭
和

町
に
合
っ
た
条
例
を
作
る
た
め
、

全
議
員
で
の
話
し
合
い
と
十
分
な

協
議
が
必
要
。
平
成
22
年
12
月
ま

で
に
は
作
成
す
る
。

※ここでいう交付金とは、
これまで各種補助金として

細かい申請に応じ、町から

補助していたいくつかの補

助金を年度初めに各地区へ

交付金として一括交付する

こと

用語解説



自
然
が
残
る
鎌
田
川

8やまなし昭和町議会 No.144
一般質問

①
都
市
化
の
進
展
が
著
し
い
本

町
で
は
、
生
活
環
境
、
自
然
環

境
の
保
全
は
重
要
な
施
策
だ
。
環
境
事
業

を
町
と
と
も
に
担
っ
て
い
る
環
境
保
健
委

員
会
と
、
地
域
の
各
種
団
体
か
ら
な
る
環

境
保
全
推
進
協
議
会
に
よ
る
、
環
境
美
化

監
視
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。
環
境
監
視

員
の
設
置
は
協
議
事
項
と
し
た
い
。

②
本
町
は
平
坦
な
農
村
地
帯
か
ら
発
展
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
湧
水
や
田
園
が
広

が
り
、
四
季
折
々
の
日
本
の
原
風
景
が
現

存
し
て
お
り
、
町
民
の
貴
重
な
共
有
財
産

と
し
て
、
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
昭
和
町
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に
す

る
条
例
」
や
「
昭
和
町
地
下
水
採
取
の
適

正
化
に
関
す
る
条
例
」
を
、
分
か
り
や
す

い
名
称
で
個
別
に
制
定
し
、
環
境
の
保
全

と
美
化
に
努
め
て
き
た
。
総
合
的
な
環
境

に
関
わ
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
昭

和
町
第
5
次
総
合
計
画
・
国
土
利
用
計
画

な
ど
、
環
境
に
関
連
す
る
施
策
の
進
展
を

見
た
上
で
判
断
す
る
。

町
長

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

本会議の議事録はホームページで
検索できます。
議会事務局でも閲覧できます。

田
中
①
平
成
19
年
4
月
に
「
昭

和
町
ご
み
の
な
い
き
れ
い

な
町
に
す
る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。

担
当
課
職
員
に
よ
る
粗
大
ご
み
収
集

場
所
の
巡
回
指
導
や
、
警
備
員
に
よ

る
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
で
改
善
さ
れ

た
点
も
あ
る
が
、
町
の
美
化
を
さ
ら

に
進
め
る
た
め
、
環
境
監
視
員
の
設

置
と
各
区
が
連
携
し
た
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
だ
。

②
と
も
す
れ
ば
、
開
発
に
よ
っ
て
自

然
と
の
調
和
を
崩
し
、
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
反
省
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
山
梨
県
は
昭
和

46
年
10
月
に
自
然
環
境
保
全
条
例
を

公
布
し
た
。
こ
の
条
例
を
も
と
に
、

本
町
に
即
し
た
「
昭
和
町
自
然
環
境

保
全
条
例
」
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

で
は
な
い
か
。



河田あけみ 議員
か わ だ

父
子
家
庭
に
対
す
る
町
単
独
の

福
祉
施
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
事
業
、
父
子
世
帯
食
事
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
母
子
お
よ
び
父
子
世
帯
の
小
中

学
校
入
進
学
祝
金
支
給
等
を
実
施
し
て
い

る
。
国
の
制
度
で
あ
る
児
童
扶
養
手
当
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
町
村
会
組
織
を
通
じ

要
望
し
て
い
る
。

町
長

河
田
現
在
の
児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
母

子
家
庭
を
対
象
と
し
て
お
り
、
父
子

家
庭
は
収
入
が
少
な
く
て
も
支
給
対
象
に
は
な

ら
な
い
。
祖
父
母
が
親
代
わ
り
と
な
り
養
育
す

る
ケ
ー
ス
も
増
加
し
て
お
り
、
生
活
困
窮
世
帯

が
少
な
く
な
い
。
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、

父
子
家
庭
等
へ
の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

現在、昭和町では子育てサポート事業が実
施されているが、全町民に対象を広げた登

録型のサポーター制度を、協働の町づくり事業とし
て定着させることを提案する。「小さくてもきらり
と輝く町」をモットーとしている町長の見解は。

河田

ご提案の町民登録型サポーターのほか、若
者の参画、専門家による課題解決、町の職

員による手助け等、協働の町づくりには各種の方策
が考えられる。社会福祉協議会の取り組みや、今後
の行政区制度改革の進捗状況を見て、最適な仕組み
を検討する。

町長

9 やまなし昭和町議会 No.144
一般質問

一般質問は、本会議において議員が町行政全般に対して、将来の
方針・計画あるいは疑問点などについて所信をただすことです。
今回は、「一問一答方式」により7人の議員が幅広く質問を展開
しました。再質問を含み要約しています。

議会だよりでは
お伝えしきれない
議会の様子を
昭和町公式ホームページで
ご覧いただけます。
ぜひ、検索してください。

http://www.town.showa.yamanashi.jp/
URL

手続きは2階本会議場入口で
住所と名前を書くだけです。

皆さん
議会を傍聴してみませんか？

次回定例会　3月9日（火）予定



高齢者とのふれあいサロン清水

10やまなし昭和町議会 No.144
一般質問

①
町
内
企
業
優
先
で
指
名
し
て
い
る
現
状
で

は
、
価
格
以
外
で
差
が
つ
き
に
く
く
、
指
名

競
争
入
札
に
は
な
じ
ま
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

公
募
型
指
名
競
争
入
札
、
一
般
競
争
入
札
で
の
導
入
を

検
討
し
た
い
。

②
専
門
知
識
を
必
要
と
す
る
建
築
工
事
等
に
つ
い
て
は
、

設
計
委
託
業
者
に
同
席
を
求
め
、
企
業
に
対
す
る
聞
き

取
り
調
査
を
お
こ
な
う
。

　
近
隣
市
町
村
に
お
い
て
も
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度

に
よ
る
価
格
設
定
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
、
今
後
も
こ
の

制
度
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

町
長

河
住
①
価
格
に
加
え
、
価
格
以
外
の
要
素
も
総
合

的
に
評
価
し
、
落
札
者
を
き
め
る
※
総
合
評

価
方
式
の
導
入
は
。

②
低
価
格
で
の
落
札
と
品
質
確
保
の
観
点
か
ら
、
専
門

職
員
の
配
置
と
、
低
入
札
価
格
調
査
制
度
へ
の
移
行
に

努
め
る
べ
き
で
は
。

高
齢
者
の
健
康
増
進
と
配
付
時
の
見
守
り
が

目
的
。
行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

化
の
進
展
を
考
慮
し
、
支
給
年
齢
を
引
き
上
げ
た
。
配

付
希
望
を
取
り
扱
っ
て
い
る
民
生
委
員
に
、
利
用
実
態

の
確
認
を
依
頼
し
た
い
。

町
長

河
住
現
在
、
町
が
実
施
し
て
い
る
高
齢
者
に
対
す

る
牛
乳
配
付
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
健
康
増
進
と

酪
農
振
興
の
両
面
で
評
価
で
き
る
。
サ
ー
ビ
ス
実
施
の

目
的
は
。
当
初
の
80
歳
か
ら
、
85
歳
以
上
に
変
更
に
な

っ
た
理
由
は
。
実
際
に
本
人
が
飲
用
し
て
い
る
か
の
調

査
検
証
は
。

河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

工事に対する技術提案や
企業の技術力の評価をお
こない、入札価格を合わ
せて総合的に評価し落札
者を決定する方法。評価
の一つとして地域の貢献
度を考慮することもある。

※総合評価方式とは

用
語
解
説



11 やまなし昭和町議会 No.144
一般質問

保坂　明子 議員
ほ て る こさ か

時
代
の
変
化
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
、
職
員
に

は
年
間
を
通
し
て
、
専
門
分
野
の
研
修
会
に
積

極
的
に
参
加
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
最
近
の

人
事
異
動
は
短
期
で
は
な
く
、
3
年
間
程
度
の

サ
イ
ク
ル
で
職
員
を
配
置
し
、
専
門
性
が
高
ま

る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

町
長

保
坂
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
行
政
全
般
に
必
要
。
と
り
わ
け
福
祉
、

環
境
行
政
に
は
重
要
と
な
る
。
短
期
的
な
人
事

異
動
は
、
専
門
性
の
高
い
職
員
育
成
を
阻
害
し

か
ね
な
い
。
町
長
の
所
見
を
聞
き
た
い
。

①
11
月
か
ら
本
格
的
に
立
ち
上
げ
た
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
」
の
登
録
制

度
を
活
用
し
、
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
し
て

対
応
し
た
い
。
年
内
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に

提
供
す
る
1
両
と
、
共
同
募
金
の
配
分
金
で
購
入

す
る
1
両
が
増
え
、
福
祉
車
両
が
3
両
体
制
に
な

り
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
で
き
る
。

②
事
故
対
策
、
損
害
賠
償
等
の
法
的
課
題
が
あ
り
、

個
人
所
有
車
の
公
用
車
扱
い
は
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。

町
長

保
坂
①
高
齢
者
が
各
種
の
行
事
に
参
加
し
や

す
い
よ
う
、
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が

望
ま
れ
る
。
9
月
議
会
以
降
の
研
究
、
検
討
の
進

捗
状
況
は
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
個
人
所
有
車
を
公
用
車
並
み

の
扱
い
で
、
送
迎
に
活
用
で
き
な
い
か
。

新しく配備された福祉車両
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志村　　茂 議員
し しげるむ ら

本町では特に若い世帯の流
入や、企業進出などで都市

化が進んでいるが、アパート等の居
住人口も増え、未届けでの転出入も
多いため、住居地の確認に苦慮して
いる。
　甲府市では、｢住居表示に関する
法律｣に基づき、条例・規則を定め
て街区符号・住居番号で住居表示を
行っている。本町は行政区ごとの地
番のため、住居表示も難しく、個人
情報保護の問題もあるので、現状の
電柱等への地域表示を増やすなど、
できるだけ分かりやすくするよう考
える。

町長

志村 昭和町の発展はめざましいが、
どの地区も新旧住民が混在

し、いろんな面で支障が出ている。
特に、住居表示は不統一で、カーブ
ミラーや電柱にはところどころに表
示はあるが、個々の地番表示がない。
甲府市では40年も前からプレート
がつけてあり、約8万5千世帯ある。
本町の6,900世帯に住居表示プレ

ートを配布し、安心安全のまちづく
りと、人にやさしいまちづくりを推
進する考えはないか。



西条昭和インター線

13 やまなし昭和町議会 No.144
一般質問

遠藤　辰男 議員
え ん た つ おど う

県
・
甲
府
市
の
区
域

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
見

直
し
後
の
、
平
成
22
年
度
中
に

見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。
未

施
行
の
西
条
昭
和
イ
ン
タ
ー
線
、

昭
和
玉
穂
中
央
通
り
線
、
中
小

河
原
築
地
新
居
線
な
ど
、
大
型

事
業
完
了
の
見
通
し
や
財
政
面

も
考
慮
し
、
事
業
着
手
し
て
い

き
た
い
。
大
型
店
舗
進
出
で
、

交
通
量
の
増
加
も
懸
念
さ
れ
る

の
で
、
町
内
道
路
網
の
構
築
は
、

計
画
的
に
整
備
推
進
を
図
る
。

町
長

遠
藤
常
永
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
で
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

は
平
成
23
年
の
営
業
開
始
予
定
と
聞
く
。
賑
や
か
な
町

に
な
る
が
混
雑
も
想
定
さ
れ
、
多
数
の
車
の
入
り
込
み
で
、
住
民

の
安
全
を
考
え
る
と
大
変
心
配
だ
。
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る

道
路
を
早
急
に
見
直
し
、
一
日
も
早
い
周
辺
の
道
路
整
備
が
必
要

だ
。
町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

遠
藤
小
中
学
校
で
は
学
級
閉
鎖
や
学
年
閉
鎖
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

子
ど
も
の
い
な
い
一
般
家
庭
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
情

報
が
な
い
た
め
、
判
断
に
苦
慮
し
て
い
る
。
町
の
対
応
は
。

町
長
患
者
数
の
推
移
は
、
県

内
40
カ
所
の
定
点
医
療

機
関
か
ら
報
告
さ
れ
た
患
者
数
を

集
計
し
、
5
つ
の
保
健
所
ご
と
に

公
表
さ
れ
て
い
る
。
町
内
の
医
療

機
関
の
受
診
者
は
地
域
の
町
民
と

は
限
ら
ず
、
町
内
の
感
染
者
数
と

し
て
正
し
い
情
報
と
い
え
ず
、
誤

解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
町
内
小

中
学
校
の
児
童
生
徒
の
患
者
数
を
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
1
週
間
単

位
で
学
校
ご
と
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
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塩澤　　浩 議員
し お ひろしざ わ

政府は日本経済がデフレの状態と宣言し
たが、本町も税収が落ち込み、行政運営

が大変厳しくなっている。町内の賃貸住宅は、多
くの物件で空き室が目立っているが、企業の撤退
による影響が大きいと聞く。1企業への支援は難
しいが、全体を考え対策を検討すべきでは。

塩澤

日本経済に明るい兆しが見えず、厳しい
状況が続いているが、現在の町の財政状

況で、空き家対策に新たな助成制度を整えること
は非常に厳しい。子育て支援・学校教育等の充実
を図り、町外から本町へ住みたくなる方々が増え
るまちづくりに向け、一層努力する。

町長

町営住宅は新築で家賃補助も受け
られ、入居希望も多いが、入居で

きない世帯の家賃補助の検討や、若者の定

住策として、結婚時における民間賃貸住宅
入居者に、補助をする考えはないか。塩澤

全国的に公営住宅の応募倍率が高く、
本町でも公営住宅戸数に限りがあり、

全ての入居は困難だ。完成する常永団地の
応募者数も判断材料として、今後の住宅困
窮世帯に対する支援のあり方を検討したい。

若い世代の支援策としては、医療費無料化
の拡大や給食費の軽減など、子育て支援の
充実を図るまちづくりも進めており、定住
化対策としての家賃補助制度は、時期尚早
と考える。

町長



やまなし昭和町議会 No.144
視察研修報告15

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
掲
載
）

総
務
常
任
委
員
会

産
業
土
木
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
元
町

長
の
泉
幸
弘
氏
を
講
師
に
招
き
、

昭
和
水
源
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　
昭
和
村
当
時
の
様
子
を
ビ
デ
オ

で
振
り
返
り
、
全
議
員
と
　
野
町

長
を
は
じ
め
職
員
も
参
加
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
に
は
現
在
、

甲
府
市
水
道
局
の
取
水
井
戸
20
本
と
、

補
償
井
戸
が
19
本
あ
り
、
甲
府
市

民
の
水
源
と
し
て
、
荒
川
と
と
も

に
昭
和
町
の
地
下
水
を
取
る
こ
と

に
な
っ
た
経
過
を
学
び
ま
し
た
。

　
産
業
土
木
常
任
委
員
会
は
、
地

域
の
特
産
品
･
野
菜
等
を
販
売
す

る
Ｊ
Ａ
埼
玉
中
央
の
農
産
物
直
売

所
を
視
察
、
Ｊ
Ａ
中
巨
摩
東
部
の

農
産
物
直
売
所
の
あ
り
か
た
に
も

役
立
つ
研
修
で
し
た
。

　
ま
た
、
埼
玉
県
が
整
備
を
進
め

て
き
た
民
間
で
は
国
内
最
大
級
の

ご
み
処
理
施
設
で
、
廃
棄
物
を
完

全
リ
サ
イ
ク
ル
、
焼
却
灰
な
ど
一

切
発
生
し
な
い
1
0
0
％
再
資
源

化
す
る
資
源
循
環
工
場
の
視
察
も

あ
わ
せ
て
行
い
、
他
県
の
施
設
は

進
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
研

修
で
し
た
。

　
東
京
都
日
の
出
町
と
狛
江
市
の

狛
江
共
生
の
家
「
多
麻
」
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
日
の
出
町
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
費
の
無
料
化
や
高
齢
者
に
対
す

る
条
例
の
制
定
な
ど
、
全
国
で
も

先
陣
を
切
っ
た
取
り
組
み
を
大
胆

に
し
て
い
ま
す
。
昭
和
町
の
福
祉

の
在
り
方
や
将
来
像
を
重
ね
合
わ
せ
、

昭
和
町
政
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

き
る
よ
う
多
く
の
質
問
が
出
ま
し
た
。

　
狛
江
共
生
の
家
「
多
麻
」
は
、

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
た
め
の
共

同
住
宅
で
、
運
営
の
仕
方
や
地
域

と
の
関
わ
り
方
、
生
活
の
手
段
と

し
て
の
共
同
生
活
や
、
高
齢
社
会

に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
研
修
し

て
き
ま
し
た
。

　
平
成
の
大
合
併
も
一
段
落
し
、

　
こ
の
10
年
で
全
国
の
町
村
数
は
、

2
、
5
6
2
町
村
か
ら
9
7
7
町

村
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
町
は
自
立
の
道
を
選
択
し

ま
し
た
が
、
21
世
紀
の
町
づ
く
り

と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と

い
う
都
市
計
画
の
理
念
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
面
積
が
小
さ
い
町
の
議
員
同
士

が
集
ま
り
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
づ

く
り
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
議

会
サ
ミ
ッ
ト
が
香
川
県
の
宇
多
津

町
で
行
わ
れ
、
全
国
に
38
あ
る
面

積
10
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の

町
か
ら
約
30
人
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
、
昭
和
町
か
ら
は
、
浅
川
議

長
と
萩
原
副
議
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
共
同
の
取
り
組
み
や
、
調
査
研
究
･

政
策
提
言
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

面
積
が
小
さ
い
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」

を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

議員と多くの職員が聴講

ゴミ処理施設視察

日の出町視察

※
昭
和
町
の
面
積

（
9
･
15
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
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西 条 一 区
西 条 二 区
清 水 新 居
西 条 新 田
押 越
河 東 中 島
紙 漉 阿 原
築 地 新 居
飯 喰
河 西
上 河 東
上河東二区

中澤　幸紀
篠原　政憲
深 澤 　 昇
福島　正明
畑野　秦六
雨宮　昌男
武井　啓吉
河田あけみ
樋口　政雄
堀之内法政
二宮　一英
石川　重明

（会長）

（副会長）
（副会長）

参　加　者

以上12区長　ほか町議会議員

（敬称略）

各区の区長

市
街
化
調
整
区
域
の

下
水
道
整
備
を
望
む

補
助
の
継
続
を
望
む

上
河
東
区
長
　
※
自
主
防
災
資
機

材
の
補
助
金
交
付
要
綱
が
、
平
成

21
年
度
で
終
了
す
る
が
、
自
主
防

災
充
実
の
た
め
、
引
き
続
き
お
願

い
し
た
い
。

浅
川
議
長
　
地
区
消
防
団
と
相
談

し
5
年
間
行
っ
て
き
た
が
、
皆
さ

ん
が
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
当
局
に
要
望
し
た
い
。

上
河
東
区
長
　
行
財
政
改
革
推
進

会
議
を
、
議
会
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

浅
川
議
長
　
本
町
は
、
小
さ
く
て

も
豊
か
な
町
づ
く
り
に
向
け
、
町

長
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
各
区

で
制
度
改
革
に
主
体
性
を
持
っ
た

取
り
組
み
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
と

思
っ
て
い
る
。

　
行
政
と
議
会
の
関
係
も
、
新
し

い
町
の
施
策
が
進
む
な
か
、
第
3

次
行
財
政
改
革
や
実
施
計
画
を
新

た
な
委
員
で
審
議
し
て
い
る
が
、

区
長
に
も
戸
惑
い
が
あ
り
、
審
議

会
で
検
討
し
て
い
る
。

河
東
中
島
区
長
　
市
街
化
調
整
区

域
の
下
水
道
整
備
に
つ
い
て
考
え

を
聞
き
た
い
。

野
中
議
員
（
産
業
土
木
委
員
長
）

　
山
梨
日
日
新
聞
に
釜
無
流
域
下

水
道
整
備
を
25
年
延
長
し
、

2
0
3
5
（
平
成
45
）
年
ま
で
延

長
す
る
と
い
う
記
事
が
出
て
い
ま

し
た
。
昭
和
町
で
は
、
今
ま
で
の

計
画
で
2
0
2
0
（
平
成
32
）
年

を
終
了
目
標
年
度
と
し
、
認
可
を

受
け
市
街
化
区
域
を
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
築
地
新
居
地
区
の
釜

無
工
業
団
地
周
辺
と
常
永
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
を
2
0
1
4
（
平

成
26
）
年
を
完
成
目
標
に
、
下
水

道
管
布
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
釜
無
工
業
団
地
内
も
経
済
状
況

の
悪
化
か
ら
、
企
業
の
状
態
が
悪

く
、
手
が
つ
き
ま
せ
ん
の
で
、

2
0
2
0
（
平
成
32
）
年
以
降
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

下
水
道
計
画
の
認
可
が
得
ら
れ
る

か
が
、
今
後
の
問
題
で
す
。

　
民
主
党
政
権
に
代
わ
り
、
地
方

に
財
源
を
移
し
た
な
か
で
、
地
方

が
行
え
る
か
、
押
越
・
河
東
中
島
・

行
財
政
改
革
は

平成17年4月から
平成22年3月まで
の期間。
各自主防災会均等
割20万円＋加入世
帯×100円の補助
（例＝上河東22万8、
800円）

※要綱解説
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築
地
新
居
の
市
街
化
調
整
区
域
の

整
備
が
ど
う
な
っ
て
い
く
か
は
、

町
で
も
ま
だ
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

押
越
区
長
　
下
水
道
の
接
続
、
水

洗
化
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。
下
水

道
に
接
続
し
な
い
人
は
、
罰
則
を

強
化
し
て
接
続
し
て
も
ら
わ
な
い

と
。
区
長
会
へ
率
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

下
水
道
課
　
昭
和
町
の
面
積

9
1
5
㌶
の
う
ち
、
農
業
振
興
地

域
の
青
地
区
域
を
除
い
た
7
1
2

㌶
が
下
水
道
整
備
予
定
で
す
。
平

成
21
年
9
月
末
現
在
、
整
備
面
積

は
3
8
1
･
1
㌶
な
の
で
、
整
備

率
（
供
用
開
始
済
）
は
53
％
。
人

口
に
よ
る
普
及
率
は
73
･
3
％
で
、

下
水
道
供
用
開
始
区
域
で
下
水
道

に
接
続
し
て
い
る
割
合
、
い
わ
ゆ

る
水
洗
化
率
は
92
･
1
％
で
す
。

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い

7
･
9
％
の
家
庭
に
罰
則
規
定
は

適
用
さ
れ
ま
す
が
、
貧
困
等
に
よ

る
理
由
で
早
急
に
下
水
道
に
接
続

で
き
な
い
世
帯
は
、
接
続
延
長
申

請
を
出
し
て
も
ら
う
た
び
に
、
接

続
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

西
条
新
田
区
長
　
各
地
区
で
防
火

水
槽
の
水
の
入
れ
替
え
は
し
て
い

る
が
、
災
害
時
に
水
は
足
り
な
い
。

消
火
栓
が
災
害
時
に
使
え
な
い
と
、

自
然
水
利
し
か
な
い
。
各
区
の
用

水
確
保
の
た
め
に
も
河
川
整
備
は

必
要
だ
。

河
東
中
島
区
長
　
冬
場
に
な
る
と

水
路
の
水
が
な
く
な
る
。
行
政
で

自
然
水
利
の
確
保
を
お
願
い
し
た

い
。

河
東
中
島
区
長
　
国
の
政
権
交
代

に
伴
う
見
通
し
を
示
し
て
ほ
し
い
。

浅
川
議
長
　
補
正
で
確
保
し
た
子

育
て
支
援
も
と
り
や
め
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
国
の
政
権
交
代
後
の

動
向
を
見
な
い
と
な
ん
と
も
い
え

な
い
。
工
業
団
地
も
景
気
後
退
に

よ
り
法
人
町
民
税
が
7
億
円
近
く

減
収
に
な
る
。
右
肩
上
が
り
は
見

込
め
な
い
世
の
中
で
、
自
分
た
ち

で
で
き
る
こ
と
は
、
自
分
た
ち
で

す
る
よ
う
に
し
な
い
と
町
も
や
っ

て
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
。

西
条
二
区
長
　
国
母
駅
の
跨
線
橋

の
歩
道
の
真
ん
中
を
自
転
車
で
降

り
る
も
の
が
あ
り
、
男
女
に
関
係

な
く
、
年
５
〜
６
回
自
転
車
で
転

が
っ
て
い
る
。
車
道
へ
転
ぶ
の
で

大
変
危
険
で
す
。

塩
澤
議
員
　
西
条
二
区
の
井
戸
端

会
議
で
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
教

育
厚
生
常
任
委
員
会
で
区
長
と
一

緒
に
現
地
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
橋
の
角
度
が
急
で
危
険
な
部
分

が
あ
る
が
、
大
き
な
跨
線
橋
を
止

め
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
平
成

19
年
に
国
母
駅
に
南
北
通
路
を
設

置
し
て
ほ
し
い
と
一
般
質
問
し
た

が
、
甲
府
市
と
一
緒
に
J
R
に
要

望
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
甲
府
市
の
動
き
が
鈍
く
そ

の
ま
ま
だ
が
、
最
近
や
っ
と
甲
府

市
住
民
か
ら
も
要
望
が
出
て
き
た

の
で
、
ま
た
、
強
く
J
R
に
お
願

い
し
て
い
く
と
聞
い
て
い
る
。

押
越
区
長
　
国
母
駅
の
跨
線
橋
の

歩
道
を
、
自
転
車
に
乗
る
人
の
ほ

う
が
間
違
っ
て
い
る
。

萩
原
副
議
長
　
子
ど
も
た
ち
が
跨

線
橋
の
歩
道
を
自
転
車
に
乗
っ
て

降
り
る
の
は
、
大
変
危
険
。
甲
府

市
で
も
目
を
向
け
て
き
た
の
で
、

地
元
で
要
望
し
、
熱
意
を
持
っ
て

J
R
と
交
渉
を
し
た
ら
ど
う
か
。

浅
川
議
長
　
み
ん
な
で
知
恵
を
絞

っ
て
い
き
た
い
。

押
越
区
長
　
太
陽
光
発
電
に
よ
る

街
路
灯
は
、
今
朝
も
つ
い
て
い
な

い
。
天
気
が
悪
け
れ
ば
、
電
気
は

つ
き
ま
せ
ん
と
指
摘
を
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
変
わ
ら
ず

北
側
に
も
新
設
し
て
い
る
。
子
ど

も
の
通
学
路
が
暗
く
て
は
困
る
。

建
設
委
員
会
で
行
政
に
要
望
し
、

そ
れ
で
も
改
善
さ
れ
な
い
。
早
く

中
央
道
の
側
道
だ
け
で
も
設
置
し

て
ほ
し
い
。

浅
川
議
長
　
太
陽
光
で
な
い
街
路

灯
も
つ
き
ま
す
よ
。
今
は
冬
場
で

特
に
暗
い
か
ら
、
太
陽
光
発
電
は

薄
明
か
り
で
、
確
か
に
暗
い
。
事

故
が
お
き
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
、

当
局
に
伝
え
ま
す
。

河
住
議
員
　
各
地
域
で
、こ
こ
が
あ

ぶ
な
い
と
具
体
策
を
一
つ
一
つ
や

っ
て
い
か
な
い
と
、
い
ざ
、
災
害

が
起
き
た
と
き
に
自
主
防
災
に
な

り
ま
せ
ん
よ
。
行
政
は
い
ざ
と
い

う
と
き
な
か
な
か
活
動
は
で
き
な

い
。
地
域
で
金
を
か
け
ず
に
で
き

る
こ
と
を
検
討
し
て
み
て
ほ
し
い
。

押
越
区
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
し
ろ
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
困
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て

い
る
。
個
人
情
報
保
護
の
事
も
あ

る
が
、
行
政
が
細
か
い
も
の
を
作

成
す
る
よ
う
に
と
い
っ
て
い
る
が

難
し
い
。

上
河
東
二
区
長
　
今
日
、
第
3
回

の
自
主
防
災
に
つ
い
て
の
研
修
を

し
て
み
た
が
、
い
き
な
り
災
害
マ

ッ
プ
と
か
出
さ
れ
て
も
。
根
本
か

ら
し
て
い
か
な
い
と
問
題
解
決
に

な
ら
な
い
。

区長と議員の現地調査

政
権
交
代
後
の

見
通
し
は

災
害
時
の

防
火
用
水
の
確
保
を

押
原
公
園
を
安
全
・

安
心
な
場
所
に

自
主
防
災
は

各
区
の
対
応
が
重
要

国
母
駅
跨
線
橋
の

自
転
車
通
行
は
危
険

こ

せ
ん

き
ょ
う
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開
催
日
時
は
各
地
区
で
回
覧
さ
れ
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

1
月
17
日（
実
施
済
）

1
月
28
日

2
月
19
日

築
地
新
居
区

西
条
新
田
区

上
河
東
二
区

次回の開催予定

　
町
議
会
で
は
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ
が

町
の
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に
、

議
会
定
例
会
の
な
い
月
に
は
、

互
い
に
各
委
員
会
か
ら
の
活
動

報
告
を
行
な
い
、
井
戸
端
会
議

等
住
民
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た

要
望
を
全
議
員
で
検
討
す
る
た

め
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
の
他
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
・
中
央
道

バ
ス
停
利
用
者
の
駐
車
場
問
題
・

新
年
度
予
算
方
針
・
町
内
へ
の

農
産
物
直
売
所
の
設
置
問
題
に

つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

※井戸端会議で出された意見・要望は、担当常任委員会

で問題を調査研究し、結果報告書を作成し、区長に提出

します。昭和町議会ではこういう活動を通じて「より住

みよい町」をつくろうと願っています。住民の生の声は

大きな財政支出が伴うものや、昭和町だけではどうにも

できないものもあり、すべての意見・要望を満たすわけ

にはいきませんが、議会は執行機関と一緒になって課題

解決に知恵をしぼっていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）
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西条二区民36人
参加議員7人
教育厚生常任委員会　保坂明子委員長

出
席
者西条二区

10月1日

要望を受けた通学路の現地調査

Ｑ　防災行政無線が聞こえない区域の解消を。
Ａ　町では、防災行政無線のデジタル化に取
り組んでいる最中です。難聴地域解消に向け3

年計画で実施中です。

Ｑ　年寄りになると人と接する機会が減ります。
お茶会・いきいきサロンなど送迎をしてほし

いという声が多い。なんとかならないか。

Ａ　高齢者が参加できる仕組みを検討します。
Ｑ　西条二区の公会堂が古くなり、広報配布
の整理をするだけでも手狭です。町で建て替

えてくれないか。

Ａ　公会堂建設の補助は4分の3です。地区の
皆さんの考えを一致させ、地元で盛り上げて

ほしい。

Ｑ　個人情報の問題ですが、地域の高齢者の
状況を教えてもらえない。真剣に取り組んで

ほしい。

Ａ　民生委員も情報を出せないことで問題に
なっている。どこにどんな人がいるか、自主

防災のこともあるので、合わせて話をしていく。

Ｑ　西条二区はアパートの空室が年々増えて
いる。空家が増えると、町の中の安全が脅か

され、地域の活気もなくなります。町営住宅は、

民間を圧迫しないよう考えてほしい。

Ａ　町では、町営の常永団地もきりをつけよ
うとしています。

Ｑ　カインズホーム脇の信号から昭和バイパ
スを横断する西条小学校の通学路は交通量も

多く危険だ。道路拡張、または一方通行や時

間帯による進入禁止にないらないか。

Ａ　小さな子どもたちが遠回りをするのは大
変です。県道を整備し安全に通学できるよう

町でも県に要望してほしい。常任委員会内で

も検討します。
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紙漉阿原区民19人
参加議員6人
産業土木常任委員会　野中敏美委員長

出
席
者紙漉阿原区公会堂

10月28日

Ｑ
　
9
月
定
例
議
会
の
補
正
予
算
で
、

法
人
町
民
税
還
付
金
が
3
千
万
だ
が
、

企
業
の
法
人
町
民
税
の
落
ち
込
み
は
。

Ａ
　
平
成
20
年
度
決
算
で
、
法
人
町

民
税
は
9
億
2
千
万
円
で
す
が
、
平

成
21
年
度
9
月
補
正
予
算
の
段
階
で

3
億
1
千
万
円
の
見
込
み
。
6
億
1

千
万
円
ほ
ど
の
減
収
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
　
9
月
補
正
で
決
ま
っ
た
子
育
て

支
援
特
別
手
当
交
付
金
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Ａ
　
政
権
が
変
わ
り
中
止
に
な
り
ま

し
た
。
新
政
権
は
、
子
ど
も
手
当
て

を
年
額
3
1
万
2
千
円
、
月
あ
た
り

2
万
6
千
円
と
し
、
平
成
22
年
度
は
、

半
額
の
月
1
万
3
千
円
を
中
学
卒
業

ま
で
交
付
す
る
方
向
で
検
討
中
で
す
。

Ｑ
　
国
民
健
康
保
険
の
固
定
資
産
割

が
高
い
。
年
金
生
活
者
に
は
負
担
が

大
き
い
。
一
考
を
。

Ａ
　
国
民
健
康
保
険
の
固
定
資
産
割

り
に
つ
い
て
は
、
一
考
し
て
み
た
い
。

昭
和
町
で
は
、
資
産
割
率
に
つ
い
て

は
医
療
分
23
％
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
9
％
、
介
護
分
で
5
・
7
％
。

合
わ
せ
て
37
・
7
％
の
資
産
割
り
を

か
け
て
い
る
。
近
隣
で
は
、
中
央
市

が
39
・
8
％
の
資
産
割
で
、
甲
斐
市
・

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
資
産
割
り
は
な
し
。

Ｑ
　
来
年
は
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ

あ
い
祭
り
を
押
原
公
園
で
行
う
と
聞

い
て
い
る
。
押
原
公
園
は
駐
車
場
が

狭
い
が
増
や
す
予
定
は
な
い
の
か
。

Ａ
　
公
園
の
駐
車
場
問
題
は
今
後
検

討
し
ま
す
。

Ｑ
　
地
図
の
上
で
は
、
昭
和
町
の
位

置
は
わ
か
る
が
、
昭
和
町
に
来
る
と

町
の
中
心
が
見
え
な
い
。
よ
う
や
く

役
場
に
行
く
道
を
拡
幅
し
だ
し
た
が
、

町
の
中
心
は
。

Ａ
　
山
梨
学
院
大
学
の
学
生
た
ち
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
き
た
が
、

駅
前
に
駐
輪
場
・
歩
道
が
な
い
と
似

通
っ
た
よ
う
な
話
が
出
た
。
駅
前
に
は
、

地
図
看
板
く
ら
い
あ
っ
て
、
中
心
は

ど
こ
か
わ
か
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
　
国
母
駅
・
常
永
駅
周
辺
の
青
色

防
犯
灯
の
効
果
は
ど
う
か
。

Ａ
　
賛
否
両
論
あ
る
が
、
上
河
東
区

で
は
普
通
の
防
犯
灯
の
球
を
換
え
る
時
、

白
色
蛍
光
灯
か
ら
青
色
蛍
光
灯
に
換

え
て
い
る
。
犯
罪
件
数
が
減
る
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
地
区
の
半
分
が
青

色
防
犯
灯
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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Q　常永土地区画整理事業も第2期工事に入って
いるが、生活関連道路が使えるようにしてほしい。

A　「工程調整会議」を密に行い、できるだけ
迷惑がかからぬよう努力します。安全対策･交通

止め等の住民への周知も指導徹底します。

Q　歩道設置個所に街路灯が設置されると聞くが、
建設後は、早い時期に街路灯を点けてほしい。

A　すでに発注済みの道路工事には、歩道灯用
の基礎工事も入っており、供用開始する前に工

事できるよう段取りをしてあります。

Q　町税の減収が7億円以上になると聞きますが、
常永土地区画整理事業の昭和玉穂線の取り付け

など、町で確実に完成させるように要望します。

A　「常永小学校東西線」の区画整理事業区域
外は、町の事業として取り組んでいます。国か

らの予算配分もされ、事業に取り組んでおりまず、

大丈夫でしょう。

Q　畑を借りたが、まわりの不耕作農地にゴミ
が捨てられ、嫌な思いをする。なんとかできな

いでしょうか。

A　町には「草刈条例・ゴミのないきれいな町

条例」もある。農業振興策と併せ、町で不耕作

地を借り上げてという議論を議会でもしている。

Q　町の職員による地区担当制について、どの
ようなものかイメージだけでも教えてください。

A　区の行政改革というか、区の特色ある町づ
くりを考えている。各地区に役場の係長クラス

の職員2人をはりつけ、区の運営をサポートする

ことを考えているようです。

Q　山梨学院大学の学生と議員で、昭和町の現
状のいい面･悪い面を検討していると思うが。

A　学生との検討会も含め、大学教授の知識を
議員が学ぼうと、じかに話ができる関係になっ

てきた。議員は資質向上に努めている。学生が

住民アンケートを取るなどしているが、町民の

議会に対する見方は、厳しいと思う。

上河東区公会堂
11月14日 上河東区民35人

参加議員8人
総務常任委員会　福島正明委員長

出
席
者
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10
月
11
日
の
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ

い
祭
り
で
、
山
梨
学
院
大
学
生
が

議
会
に
対
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
民
1
0
0
人
の
内
訳
は
男
女

ほ
ぼ
同
数
、
年
齢
は
30
歳
か
ら
80

歳
ま
で
、
職
業
は
会
社
員
47
％
の

ほ
か
幅
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。

　
設
問
は
議
会
へ
の
関
心
な
ど
12

項
目
と
、
議
会
へ
の
総
合
評
価
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、
結
論
の
総

合
評
価
は
65
点
と
、
ま
あ
ま
あ
の

合
格
圏
内
な
が
ら
、
か
な
り
厳
し

い
採
点
に
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
、
順
不
同
で
主
な
項
目
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
分

析
し
て
み
ま
し
た
。

議
会
を
身
近
に
感
じ
る
か
？

・
あ
ま
り
感
じ
な
い
　
74
％

・
感
じ
る
　
　
　
　
　
26
％

議
員
の
名
前
と
顔
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？

・
知
っ
て
い
る
　
　
　
　
52
％

・
あ
ま
り
知
ら
な
い
　
　
48
％

・
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
　
48
％

議
会
に
興
味
や
関
心
は
？

・
な
い
　
71
％

・
あ
る
　
26
％

　
こ
の
数
字
か
ら
分
か
る
こ
と
は

　
住
民
の
議
会
に
対
す
る
関
心
が

非
常
に
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

議
会
と
し
て
ど
う
こ
れ
を
改
善
す

る
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
議
会

を
傍
聴
し
た
こ
と
が
な
い
町
民
が

9
割
と
い
う
こ
と
は
議
会
が
平
日

の
昼
し
か
開
か
れ
な
い
こ
と
に
も

原
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
に
は
？

・
必
ず
行
く
　
　
　
　
　
　
77
％

・
あ
ま
り
行
っ
て
い
な
い
　
14
％

・
全
く
行
っ
て
い
な
い
　
　
５
％

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
こ

と
は
？

・
見
て
い
な
い
　
64
％

・
見
て
い
る
　
　
35
％

議
会
だ
よ
り
を
見
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？

・
あ
る
　
65
％

・
な
い
　
35
％

　
過
半
数
の
町
民
が
議
会
だ
よ
り

を
見
て
い
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
議
会
だ

よ
り
を
さ
ら
に
親
し
み
や
す
い
内

容
に
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
議

会
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
努
力
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
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今
回
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

通
し
て
、
議
会
の
改
革
に
対
す

る
熱
意
が
ま
だ
住
民
に
十
分
に

伝
わ
っ
て
は
い
な
い
現
実
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
町
議
会
は
山
梨
学
院
大

学
と
も
連
携
し
て
議
員
の
資
質

向
上
や
議
会
の
運
営
改
革
に
努

め
る
な
ど
の
積
極
的
な
姿
勢
が

評
価
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
そ
れ

に
対
す
る
住
民
の
関
心
は
ま
だ

低
く
、
「
お
任
せ
民
主
主
義
」

の
名
残
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
も
い
え
ま
す
。

　
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
議
会

は
今
ま
で
以
上
に
、
住
民
の
議

会
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深

め
る
工
夫
と
努
力
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
調
査
を
通
じ
て
住
民

の
関
心
の
低
さ
が
う
か
が
わ
れ
、

住
民
自
身
の
意
識
改
革
の
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
今
後
の

大
き
な
課
題
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

　
議
会
と
住
民
が
対
話
し
、
住
民

の
参
加
意
識
を
高
め
る
た
め
に
は

た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
方
法
で
す

が
、
ま
だ
住
民
へ
の
浸
透
度
が
低

く
、
十
分
な
効
果
を
挙
げ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
住
民
の
議
会

に
対
す
る
関
心
と
興
味
を
呼
び
起

こ
す
こ
と
が
先
決
で
は
な
い
の
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

議
員
活
動
は
活
発
に
な
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
か
？

・
思
う
　
　
　
27
％

・
思
わ
な
い
　
61
％

議
会
基
本
条
例
の
制
定
は
？

・
必
要
　
　
　
63
％

・
必
要
な
い
　
31
％

議
員
同
士
の
討
論
や
、
執
行
側
か

ら
議
員
に
反
問
す
る
権
利
は
必
要
？

・
必
要
　
　
　
84
％

・
必
要
な
い
　
15
％

今
後
、
特
に
議
会
に
求
め
ら
れ
る

役
割
は
？

・
地
域
住
民
の
声
を
代
弁
　
71
％

・
執
行
機
関
の
監
視
　
　
　
11
％

・
政
策
事
業
の
立
案
　
　
　
10
％

住
民
参
加
は
ど
の
よ
う
に
推
進
す

べ
き
で
し
ょ
う
か
？

・
情
報
公
開
の
充
実
　
38
％

・
議
員
と
の
意
見
交
換
の
場
を
充

　
実
す
べ
き
　
　
　
　
37
％

・
傍
聴
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
22
％

あ
な
た
は
昭
和
町
議
会
に
満
足
し

て
い
ま
す
か
？

・
満
足
し
て
い
る
　
　
67
％

・
満
足
し
て
い
な
い
　
30
％

昭
和
町
議
会
に
対
す
る
あ
な
た
の

総
合
評
価
は
？

　
最
高
点
が
90
点
、
最
低
点
は
0

点
で
し
た
。
平
均
点
は
65
点
で
あ

り
、
ま
ず
ま
ず
の
合
格
点
と
も
い

え
ま
す
。

　
昭
和
町
議
会
は
、
い
っ
そ
う
研

鑽
に
努
め
ま
す
。
皆
様
の
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
生
に
よ
る

総
括
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私
は
、
主
人
の
転
勤
を
機
に
、
8
年
前
に
昭
和

町
に
住
み
始
め
ま
し
た
。
山
梨
の
こ
と
を
全
く
知

ら
な
い
私
た
ち
は
、
ど
こ
を
住
ま
い
に
す
る
か
は

難
し
い
問
題
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
い
ず
れ

子
育
て
す
る
な
ら
「
昭
和
町
が
オ
ス
ス
メ
！
」
と

主
人
の
社
内
（
昭
和
町
民
）
の
方
に
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

 
当
初
は
、
親
戚
も
友
達
も
い
な
か
っ
た
の
で
、

毎
日
寂
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
広
報

で
町
に
文
化
協
会
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
興
味
の

あ
る
部
へ
所
属
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
地
域
の

こ
と
を
何
も
知
ら
な
い
私
に
、
皆
さ
ん
親
切
に
接

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
を
2
人

授
か
り
、
子
連
れ
参
加
で
も
温
か
く
迎
え
入
れ
て

も
ら
い
毎
回
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
ま
た
、
家
族
の
健
康
管
理
・
産
前
・
産
後
、
育

児
相
談
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
利
用
な
ど
、
小

さ
な
町
な
ら
で
は
の
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
「
昭

和
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た
な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
子
ど
も
た
ち
は
保
育
園
に
入
所
し
、
私
も

仕
事
を
始
め
、
忙
し
い
な
が
ら
も
充
実
し
た
日
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
、
仕
事
の
関
係
で
町
内
を
た
く
さ
ん
歩
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
キ
レ
イ
な
町
、

住
み
よ
い
環
境
だ
と
改
め
て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

転
勤
族
の
た
め
、
い
ず
れ
昭
和
町
を
離
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
住
み
よ
い
環
境
の
昭

和
町
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
後
期
高
齢
者
の
一
員
で
あ
る
。

　
92
歳
の
先
輩
を
筆
頭
に
、
上
河
東
生
き
が
い
ク

ラ
ブ
に
は
62
人
の
仲
間
が
い
る
。
私
も
と
て
も
老

人
ぶ
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
仲
間
は
四

季
を
通
じ
て
地
域
の
た
め
、
自
己
研
鑽
の
た
め
に

と
諸
々
の
行
事
や
作
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、
互

い
に
協
力
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。

　
私
た
ち
高
齢
者
が
元
気
に
活
動
で
き
る
の
も
、

福
祉
の
町
の
後
押
し
が
あ
っ
て
こ
そ
と
思
う
。
ま

た
年
1
回
の
福
祉
バ
ス
旅
行
は
、
ク
ラ
ブ
の
楽
し

い
生
き
が
い
と
な
っ
て
い
る
。
中
に
は
自
分
の
健

康
を
来
年
に
つ
な
げ
る
証
だ
と
い
う
ほ
ど
、
人
気

が
あ
り
期
待
し
て
い
る
。

　
私
は
昭
和
町
に
生
ま
れ
育
ち
年
を
重
ね
て
き
た
。

我
が
家
は
自
家
水
道
を
利
用
し
て
い
る
が
、
夏
は

冷
た
く
冬
暖
か
い
水
に
恵
ま
れ
、
「
昭
和
の
水
は

う
ま
い
ね
」
と
、
よ
そ
の
友
人
に
言
わ
れ
る
。
し

か
し
現
在
は
そ
の
あ
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
水
に
も
、

大
き
な
危
機
を
感
じ
て
い
る
。

　
昔
は
昭
和
も
桑
畑
・
麦
畑
、
そ
し
て
ひ
ば
り
の

さ
え
ず
り
が
あ
っ
た
。
一
面
黄
色
の
菜
の
花
畑
、

れ
ん
げ
畑
、
そ
の
美
し
さ
に
身
延
線
の
乗
客
は
魅

せ
ら
れ
ま
し
た
。
田
植
え
時
は
、
人
も
馬
も
泥
だ

ら
け
で
田
作
り
に
追
わ
れ
た
。
そ
ん
な
水
田
地
帯

の
昭
和
町
、
遠
い
昔
が
な
つ
か
し
い
。
先
祖
伝
来

の
こ
の
豊
か
な
水
に
感
謝
し
な
が
ら
、
尊
い
水
、

う
ま
い
水
と
称
え
ら
れ
る
昭
和
町
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
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転
勤
族
に
も

　
　
や
さ
し
い
昭
和
町

上
河
東
区

保
坂
　
　
仁
さん

ほ

さ

か

ひ
と
し

福
祉
の
町
・
水
の
町

　
　
　
昭
和
町
に
思
う

西
条
二
区

武
友
　
佳
子
さん

た
け

と
も

よ
し

こ

 
第
24
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
全
国
の
9
9
7
町
村
の
う
ち
最
優
秀

賞
の
鳥
取
県
北
栄
町
議
会
に
続
き
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
昭
和
町
議
会
が
、
山
梨
県
町
村
議
会
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
も
初
、
全
国
で
賞
に
入

る
の
も
初
め
て
の
こ
と
。
こ
こ
で
も
昭
和
町
の

議
会
改
革
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

 
広
報
は
議
員
の
通
信
簿
。
受
賞
を
励
み
に
、

広
報
編
集
委
員
一
同
、
さ
ら
に
皆
様
に
読
ん
で

い
た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
河
田
あ
け
み
・
記
）

○
広
報
編
集
委
員
会
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長
　
河
田
あ
け
み

 
 
副
委
員
長
　
河
住
　
保
茂

 
 
委
　
　
員
　
萩
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子
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